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月に一度、市民への大切な生活情報をお届けします 

３ 市民の生活情報誌 
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新名寄市総合計画が目指すまちづくり 
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総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に

市
民
と
行
政
が
共
通
の
課
題
認
識
と

目
標
を
持
ち
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
行
動
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。 

 

合
併
に
よ
る
自
治
体
の
基
本
的
枠

組
み
の
変
更
に
加
え
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
と
人
口
減
少
や
地
方
分
権
の

進
展
、
厳
し
い
財
政
運
営
な
ど
多
く

の
課
題
を
解
決
し
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
自
主
性
と
自
立
性
の
高
い
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
の
中
、

風
連
・
名
寄
市
合
併
協
議
会
に
お
い 

                

て
平
成
16
年
に
策
定
さ
れ
た
新
市
建

設
計
画
を
踏
ま
え
て
、
平
成
18
年
６

月
以
降
、
１
０
０
人
の
策
定
審
議
会

委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
熱
心
か
つ
精

力
的
な
ご
提
言
な
ど
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
っ
て
新
名
寄
市
総
合
計
画(

第 

１
次)

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

  

平
成

19
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま

で
の
10
年
間
に
わ
た
る
こ
の
総
合
計

画
は
、
協
働
・
健
康
・
生
活
・
活
力
・

人
づ
く
り
の
５
つ
を
基
本
理
念
と
し

て
「
自
然
の
恵
み
が
人
と
地
域
を
育

み
　
市
民
み
ん
な
で
創
る
　
心
豊
か

な
北
の
ま
ち
・
名
寄
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
と
定
め
ま
し
た
。 

 

総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」
、
「
基 

        

本
計
画
」
、
「
実
施
計
画
」
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
構
想
は
名
寄

市
が
目
指
す
都
市
像
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
を
定
め
分
野
ご
と
の
基
本
的

な
方
針
を
示
し
ま
す
。 

 

基
本
計
画
は
、
前
期
計
画
（
平
成

19
年
度
〜
平
成
23
年
度
）
と
後
期
計

画
（
平
成
24
年
度
〜
平
成
28
年
度
）

に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
前
期
計
画
は

熟
度
の
高
い
内
容
と
し
、
後
期
計
画

は
前
期
計
画
５
年
間
に
お
け
る
施
策

の
進
捗
状
況
を
総
合
的
に
点
検
し
評

価
を
行
っ
た
上
で
定
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
基
本
構
想
で
示
さ
れ

た
各
分
野
の
基
本
的
な
方
針
に
基
づ

く
必
要
な
施
策
を
分
野
ご
と
に
具
体

的
に
示
し
ま
す
。 

　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
で
示
し

た
施
策
の
具
現
化
の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
事
務
事
業
の
内
容
や
期
間
な

ど
を
定
め
ま
す
。 

　
平
成
18
年
３
月
27
日
に
風
連
町
と
名
寄
市
が
合
併
し
、
「
名
寄
市
」
が
誕
生
し
て
間
も
な
く
４
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
名
寄
市
総
合
計
画
（
第
１
次
）
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
策
定
さ
れ
平
成
19
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

今
年
４
月
か
ら
は
、
名
寄
市
自
治
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
、
一
層
の
情
報
公
開
、
情
報
の
共
有
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
の
予
算
編
成
や
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
ふ
れ
な
が

ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

特集 

新
名
寄
市
総
合
計
画
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り 

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て 

総
合
計
画
の
策
定
の
経
過 
新
名
寄
市
総
合
計
画
の
策
定 

総
合
計
画
の
期
間
と
構
成 



     

　
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
雑
誌
・

書
籍
等
の
製
造
・
販
売
や
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
事
業
を
手
が
け
る
、
株
式
会
社

東
洋
経
済
新
報
社
が
毎
年
発
行
し
て

い
る
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
に
始
ま

っ
て
今
年
で
17
回
目
に
な
り
ま
す
。 

 

２
０
０
９
年
版
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は

左
表
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
が
、
全

国
８
０
６
市
区
が
対
象
で
、
「
安
心
度
」

「
利
便
度
」「
快
適
度
」「
富
裕
度
」「
住

居
水
準
充
実
度
」
の
５
つ
の
観
点
か

ら
14
の
指
標
を
採
用
。
各
指
標
に
つ

い
て
偏
差
値
を
算
出
し
、
そ
の
平
均

値
を
総
合
点
と
し
て
い
ま
す
。 

  

○
名
寄
市
の
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ 

 (

２
０
０
９
年
版
、
全
道
順
位) 

 

・
総
合
順
位
２
位(

全
国
１
９
８
位) 

○
５
つ
の
観
点
別
道
内
順
位 

 

・
安
心
度
１
位(

全
国

18
位) 

 

・
利
便
度
４
位(

全
国

66
位) 

 

・
快
適
度

16
位(

全
国
２
８
３
位) 

 

・
富
裕
度

24
位(

全
国
６
５
０
位) 

 

・
住
居
水
準
充
実
度

14
位 

 

　
　
　
　
　 (

全
国
６
１
８
位) 

    

   

名
寄
市
に
お
け
る
１
９
９
５
年
版 

（
平
成
７
年
）以
降
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の

推
移
を
み
る
と
、
全
国
総
合
順
位
で 

は
、
最
高
が
第
26
位
（
２
０
０
２
年
）、

最
低
が
第
２
６
５
位
（
２
０
０
７
年
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
道
内
に
お
い

て
は
、
２
度
の
第
１
位
（
１
９
９
７
・

２
０
０
３
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
最

低
で
も
第
７
位
と
、
高
い
位
置
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
国
内
で
唯
一
、

全
国
の
都
市
を
対
象
に
継
続
し
て
公

表
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
第
三
者
機
関
が
客
観
的
な
指

標
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
も
の
で
、

５
つ
の
観
点
別
で
は
、
安
心
度
が
道

内
１
位
（
全
国
18
位
）
と
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
北
地

方
の
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
の
市
立

総
合
病
院
と
民
間
医
療
機
関
の
充
実

に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

次
に
、
利
便
度
で
は
道
内
４
位
（
全

国
で
66
位
）
と
こ
ち
ら
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
型
小
売

店
店
舗
面
積
の
増
加
な
ど
が
ラ
ン
キ

ン
グ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
快
適
度
で
は
道
内

16
位
（
全

国
２
８
３
位
）
と
ま
ず
ま
ず
の
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
の
高

い
普
及
率
な
ど
、
積
み
重
ね
て
き
た

イ
ン
フ
ラ
（
社
会
基
盤
）
整
備
が
評

価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

残
る
富
裕
度
と
住
宅
水
準
充
実
度

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
24
位（
全
国
６
５
０

位
）
、
14
位
（
全
国
６
１
８
位
）
と
、
残

念
な
が
ら
下
位
に
低
迷
し
て
い
ま
す
。 

  

こ
こ
で
、
「
風
連
町
・
名
寄
市
が
合

併
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
ま

ち
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」

と
の
設
問
で
行
っ
た
市
町
村
合
併
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
左
表
の
と
お

り
圧
倒
的
に
健
康
福
祉
の
ま
ち
が
支

持
さ
れ
て
い
て
、
次
に
快
適
住
環
境

の
ま
ち
が
続
い
て
い
ま
す
。 

                  

 

市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
「
あ
な
た
は
、
お
住

ま
い
の
市
・
町
の
現
状
を
ど
う
思
い

ま
す
か
」
と
い
う
設
問
で
、
自
然
環

境
や
生
活
基
盤
、
福
祉
、
教
育
な
ど

各
分
野
に
わ
た
る
24
項
目
と
「
総
合

的
な
市
・
町
の
現
状
」
の
計
25
項
目

に
つ
い
て
項
目
ご
と
に
満
足
度
評
価

を
行
っ
て
い
ま
す
。(

左
表
参
照) 

               

　
な
お
、
設
定
し
た
24
項
目
の
う
ち
、

プ
ラ
ス
評
価
と
な
っ
て
い
る
項
目
が

19
項
目
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
な
っ
て

い
る
項
目
が
５
項
目
に
と
ど
ま
り
、 

「
総
合
的
な
市
・
町
の
現
状
」
は
０
・

21
点
と
プ
ラ
ス
評
価
で
あ
り
、
総
体

的
な
評
価
は
比
較
的
高
い
結
果
だ
と

い
え
ま
す
。 

新名寄市総合計画が目指すまちづくり 特集 

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
と
は
？ 

名
寄
市
は
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン 

グ
で
全
道
２
位 

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
分
析 

市
民
が
望
む
ま
ち
の
姿
は
？ 

３　　平成22年３月号 

 

満
足
度
が
高
い
項
目
　 

自
然
環
境
の
豊
か
さ（
５
・
66
点
） 

水
道
の
整
備
状
況（
５
・
23
点
） 

災
害
か
ら
の
安
全
性（
４
・
55
点
） 

下
水･

排
水
の
処
理
状
況
（
４
・
７
点
）

ご
み
の
収
集･

処
理
の
状
況（
２
・
62
点
） 

騒
音･

振
動･

悪
臭
等
の
環
境（
２
・
50
点
） 

　
満
足
度
が
低
い
項
目
　 

観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み（
▲
２
・
58
点
） 

商
業
振
興
へ
の
取
り
組
み（
▲
１
・
80
点
） 

工
業
振
興
へ
の
取
り
組
み（
▲
１
・
72
点
） 

○
人
に
や
さ
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
し
た
健
康
福
祉
の
ま
ち（
52
・
１
％
） 

○
快
適
で
安
全
な
居
住
環
境
の
整
備
を
優

先
す
る
快
適
住
環
境
の
ま
ち（
29
・
５
％
） 

○
自
然
や
環
境
の
保
護
・
保
全
を
優
先
す

る
環
境
保
全
の
ま
ち（
18
・
７
％
） 

○
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
振
興
よ
る
商

工
業
の
ま
ち（
18
・
３
％
） 

○
農
林
業
を
中
心
と
し
て
発
展
す
る
農
林

業
の
ま
ち（
18
・
２
％
） 

○
住
民
が
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

住
民
参
画
の
ま
ち（
17
・
９
％
） 
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市
民
が
望
む
ま
ち
の
姿
で
は
、
「
人

に
や
さ
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
し
た
健
康
福
祉
の
ま
ち
」
が
50

％
を
超
え
る
支
持
を
集
め
ま
し
た
。 

 

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
「
安
心 

度
」
で
は
、
名
寄
市
は
全
道
１
位
（
全

国
18
位
）
に
輝
い
て
い
ま
す
。 

　
「
安
心
度
」
ラ
ン
キ
ン
グ
の
算
出

根
拠
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
が
、

全
国
順
位
な
ど
の
デ
ー
タ
を
左
表
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

            

　
一
方
、
こ
の
分
野
に
使
わ
れ
る
予

算
で
は
、
民
生
費
35
・
４
億
円
、
衛

生
費
24
・
１
億
円
（
平
成
20
年
度
当

初
）で
、
一
般
会
計
予
算
の
32
・
３
％

を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
職
員
数
が
８

７
０
人
（
平
成
18
年
）
か
ら
８
４
０
人

（
平
成
21
年
）
に
減
少
す
る
中
で
、
病 

  

院
部
門
で
は
３
８
６
人
か
ら
４
０
１

人
に
増
加
す
る
な
ど
、
予
算
・
人
員

と
も
に
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
次
に
、
市
民
が
望
む
ま
ち
の
姿
で

約
30
％
の
支
持
を
集
め
た
、「
快
適
で

安
全
な
居
住
環
境
の
整
備
を
優
先
す

る
快
適
住
環
境
の
ま
ち
」
に
つ
い
て
、

利
便
度
と
快
適
度
の
主
な
デ
ー
タ
を

左
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

          

　
各
指
標
と
も
高
い
ラ
ン
ク
に
あ
っ
て
、

市
民
の
満
足
度
と
も
一
致
し
て
い
る

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
、
住
み
よ
さ
の

ほ
か
に
５
分
野
が
あ
っ
て
、
建
物
火 

災
・
交
通
事
故
・
刑
法
犯
認
知
件
数

な
ど
を
指
標
と
す
る
安
全
な
ま
ち
の

分
野
で
は
名
寄
市
は
全
国
で
40
位
（
昨

年
33
位
）
と
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

             

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー

ジ
で
策
定
の
経
過
な
ど
を
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
策
定
さ
れ
た
当

初
の
事
業
数
は
１
９
６
事
業
で
、
平

成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の

前
期
計
画
５
年
間
に
計
上
さ
れ
た
当

初
事
業
費
の
合
計
は
２
９
９
億
９
６

８
２
万
円
（
預
託
金
事
業
を
含
め
る

と
３
２
０
億
５
６
８
２
万
円
）
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
業
費
を
総
合
計
画
の
５
本

の
基
本
目
標
ご
と
に
分
け
る
と
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。 

■
基
本
目
標
１ 

〜
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
〜
１
億
６
０
０
０
万
円 

■
基
本
目
標
２ 

〜
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
〜
25
億
９
９
７
７
万
円 

■
基
本
目
標
３ 

〜
自
然
と
環
境
に
や
さ
し
く
快
適
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
〜
１
２
３
億
８
９
２
７
万
円 

■
基
本
目
標
４ 

〜
創
造
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
〜
１
２
２
億
９
９
４
７
万
円
（
預

託
金
事
業
を
含
め
る
と
１
４
３
億
５
９

４
７
万
円
） 

■
基
本
目
標
５ 

〜
心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
〜
25
億
４
８
３
２
万
円 

（
基
本
目
標
ご
と
の
主
な
計
画
事
業
に

つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
）

 

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
、
総
合

計
画
に
搭
載
さ
れ
た
事
業
を
単
年
度

に
全
て
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
の
目
的
や
目
標
年

度
を
明
確
に
し
、
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
３
カ
年
の
計
画
を
毎

年
度
見
直
し
て
い
ま
す
。 

 

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
い
わ
れ
る
こ

の
進
行
管
理
は
、
毎
年
度
、
予
算
編

成
の
前
に
行
わ
れ
て
い
て
、
各
部
局

長
ロ
ー
リ
ン
グ
�
市
長
ロ
ー
リ
ン
グ

�
総
合
計
画
庁
内
推
進
委
員
会
�
総

合
計
画
推
進
市
民
委
員
会
を
経
て
事

業
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
、
平
成

19
年
度
に
行
わ
れ

た
第
１
期
ロ
ー
リ
ン
グ（
平
成
20
〜
22

年
度
）
、
平
成
20
年
度
第
２
期
ロ
ー
リ

ン
グ
（
平
成
21
〜
23
年
度
）
と
、
今
年

度
行
わ
れ
た
第
３
期
ロ
ー
リ
ン
グ
（
平

成
22
〜
23
年
度
）の
結
果
、
事
業
数
に

つ
い
て
は
２
３
７
事
業
と
な
り
、
前

期
計
画
５
年
間
に
計
上
さ
れ
た
事
業

費
の
合
計
は
３
３
７
億
９
４
８
８
万 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実 

新
名
寄
市
総
合
計
画
の
策
定 

快
適
で
安
全
な
居
住
環
境 

新名寄市総合計画が目指すまちづくり 特集 

し
っ
か
り
と
着
実
に 

　
「
安
心
度
」
の
指
標
と
順
位
　 

①
病
院
・
一
般
診
療
所
病
床
数
／
人
口 

１
３
１
・
95
床
／
１
万
人(

全
国
60
位
、

厚
生
労
働
省
06
調
査) 

②
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健

施
設
定
員
数
／
65
歳
以
上
人
口 

２
・
85
人
／
１
０
０
人(

全
国
２
０
３
位
、

厚
生
労
働
省
06
調
査) 

③
出
生
数
／
15
〜
49
歳
女
性
人
口 

９
・
９
人
／
千
人(

全
国
２
１
５
位
、
総

務
省
08
調
査)  

 

「
利
便
度
」
の
指
標
と
順
位
　 

①
小
売
業
年
間
販
売
額
／
人
口 

１
３
０
万
円
／
人(

全
国
41
位) 

②
大
型
小
売
店
店
舗
面
積
／
人
口 

１
・
４
人
／
人(

全
国
20
位) 

　
「
快
適
度
」
の
指
標
と
順
位
　 

①
公
共
下
水
道
・
合
併
浄
化
槽
普
及
率 

85
・
２
％(

全
国
１
９
５
位) 

②
都
市
公
園
面
積
21
㎡
／
人(

全
国
82
位) 

 



円
（
預
託
金
事
業
を
含
む
）
と
な
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
19
年
度
か
ら
３
年
間
の
当

初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
総
合
計
画
の

事
業
数
は
【
平
成
19
年
度
】
１
１
８

事
業
、
【
平
成
20
年
度
】
１
４
６
事
業
、 

【
平
成
21
年
度
】
１
３
５
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
新
名
寄
市
総
合
計
画
前
期

事
業
計
画
総
括
表
な
ど
の
詳
し
い
情

報
は
、
名
寄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
 

://w
w
w
.c
ity
.n
a
y
o
ro
.lg
.jp
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

新
名
寄
市
の
誕
生
以
降
、
市
立
大

学
が
開
学
し
、
道
の
駅
が
開
業
し
ま

し
た
。
今
年
４
月
に
は
、
市
立
天
文

台
〜
き
た
す
ば
る
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
〜
風
っ
子
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン 

し
、
年
内
に
は
東
小
学
校
屋
体
が
新

し
く
な
り
ま
す
。 

　
先
人
が
築
い
た
社
会
基
盤
と
人
的

資
源
を
活
か
す
た
め
に
、
大
学
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
充
実
し
た
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
交
流
、
美
し

い
星
空
日
本
一
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
豊
か
な
自
然
を
背
景
に
し
た
農
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
速
交
通
体
系

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、
課
題
が

途
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
み
や
す
く
て
安
全
・
安
心
で
あ
る

こ
と
が
名
寄
市
の
個
性
と
す
れ
ば
、

人
口
減
少
社
会
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
新
名
寄
市
総
合

計
画
（
第
１
次
）
で
設
定
し
た
将
来

像
＝
自
然
の
恵
み
が
人
と
地
域
を
育

み
　
市
民
み
ん
な
で
創
る
　
心
豊
か

な
北
の
ま
ち
・
名
寄
　
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

新名寄市総合計画が目指すまちづくり 特集 

５　　平成22年３月号 

躍
動
の
年
に
… 

基本目標ごとの主な計画事業　 
■基本目標１　市民と行政との協働によるまちづくり 
・自治基本条例の制定　　　　　　・男女共同参画推進計画の推進 

・町内会自治活動交付金　　　　　・戸籍の電算化および戸籍システムの導入 

■基本目標２　安心して健やかに暮らせるまちづくり 
・健康診査事業　　　　　　　　　・町内会ネットワーク事業 

・地域医療支援事業の推進　　　　・市立総合病院病棟増改築 

・医療機器の更新整備　　　　　　・認定こども園の設置　　　　　　　　　　 

・高齢者除雪サービス事業 

■基本目標３　自然と環境にやさしく快適で安全なまちづくり 
・資源集団回収奨励金事業　　　　・災害弱者緊急通報システム端末更新事業 

・公営住宅の立て替え　　　　　　・風連地区市街地再開発事業 

・公園整備事業　　　　　　　　　・上水道第２期拡張事業 

・幹線道路、生活道路の整備 

■基本目標４　創造力と活力にあふれたまちづくり 
・農業基盤整備事業　　　　　　　・中山間地域等直接支払交付金 

・農業振興資金融資事業　　　　　・農業支援システム定着促進事業 

・市有林造林事業　　　　　　　　・商店街活性化事業 

・道の駅整備　　　　　　　　　　・複合交流施設整備事業 

■基本目標５　心豊かな人と文化を育むまちづくり 
・小中学校校舎屋体改築事業　　　・栄養教諭の配置事業 

・風連東地区運動広場整備事業　　・市民文化祭事業 

・市立天文台建設事業　　　　　　・移動図書館車更新事業 

東小学校屋体改築事業 

市立総合病院 

市立大学 

地域交流センター 

市立天文台きたすばる 
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戦
後
の
学
制
改
革
で
高
等
学
校
が

設
立
さ
れ
た
当
時
、
名
寄
周
辺
の
町

村
に
は
高
等
学
校
の
母
体
と
な
る
中

等
学
校
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
北

海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
単
独
で
高

等
学
校
を
設
置
で
き
な
い
町
村
に
分

校
の
設
置
を
奨
励
し
て
い
た
こ
と
か 

ら
、
名
寄
農
業
高
等
学
校
、
名
寄
高

等
学
校
が
母
体
と
な
っ
て
、
昭
和
23

年
か
ら
昭
和
27
年
に
か
け
て
美
深
、

下
川
、
中
川
、
音
威
子
府
、
風
連
、

智
恵
文
、
幌
延
に
次
々
と
分
校
が
設

置
さ
れ
、
高
等
学
校
が
誕
生
す
る
基

礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。 

　
風
連
高
等
学
校
は
、
名
寄
農
業
高

等
学
校
の
分
校
と
い
う
形
で
昭
和
26

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

　
昭
和
26
年
１
月
15
日
、
風
連
小
学

校
を
借
り
て
、
北
海
道
名
寄
農
業
高

等
学
校
風
連
分
校
の
開
校
式
が
挙
行

さ
れ
、
第
１
回
入
学
生
30
人
で
授
業

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
28
年
４

月
北
海
道
風
連
高
等
学
校（
定
時
制
普 

        

通
科
）
の
設
置
が
認
可
さ
れ
独
立
し
、

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
定
時 

制
・
季
節
制
・
通
信
制
課
程
等
で
生

徒
は
、
働
き
な
が
ら
の
学
校
生
活
を

過
ご
し
ま
し
た
。
翌
昭
和
29
年
現
在

地
に
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
小
規
模

な
が
ら
独
立
校
と
し
て
の
体
裁
が
生

ま
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
37
年
全
日
制
普
通
科
と
し
て

設
置
許
可
さ
れ
、
同
年
全
日
制
第
一

回
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
39
年
３
月
に
道
立
移

管
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
60
年
６
月
よ

り
建
設
が
行
わ
れ
昭
和
62
年
に
完
成

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
風
連
高
校
は
幾
多

の
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

平
成
２
年
に
風
連
高
等
学
校
教
育
振

興
協
議
会
が
設
立
さ
れ
生
徒
募
集
の

一
環
と
し
て
入
学
助
成
金
の
交
付
や

通
学
費
の
補
助
、
１
年
生
の
海
外
研

修
派
遣
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
）

な
ど
様
々
な
援
助
が
実
施
さ
れ
ま
し 

た
。
し
か
し
、
少
子
化
と
地
域
・
社 

        

会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
入
学
生

の
減
少
が
続
き
、
平
成
16
年
度
よ
り

１
学
年
１
間
口
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
平
成

19
年
９
月
に
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
が
北
海
道
教
育

委
員
会
よ
り
発
表
さ
れ
、
翌
年
度
か

ら
の
生
徒
募
集
停
止
と
同
時
に
、
平

成
22
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

特集 

最
後
ま
で
光
る
風
に 

〜
風
連
高
等
学
校
が
59
年
の
歴
史
に
幕
〜 

風
連
高
等
学
校
の
始
ま
り 

風
連
高
等
学
校
の
変
遷 

～写真上から～ 

旧風連小学校校舎（上） 

旧風連高校校舎（中・下） 

風連高等学校　現校舎（昭和62年築） 

授業風景（昭和44年） 



 

　
風
連
高
校
の
生
徒
の
活
動
で
は
、

昭
和
44
年
の
風
連
高
校
教
職
員
有
志

に
よ
る
「
ビ
ア
フ
ラ
の
子
を
救
う
会
」

の
活
動
か
ら
そ
の
精
神
は
受
け
継
が 

れ
、
昭
和
45
年
か
ら
50
年
ま
で
５
年

間
続
い
た
生
徒
会
に
よ
る
「
パ
ン
と

牛
乳
の
無
人
販
売
」
は
、
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
取
り
組
み
で
話
題
と

な
り
ま
し
た
。 

　
部
活
動
で
は
、
昭
和
46
年
に
発
足

し
た
郷
土
研
究
班
（
後
に
研
究
部
と

改
称
）
は
、
風
連
の
町
が
ど
の
よ
う

に
開
拓
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
、
昭
和
47
年
よ
り
毎
年
テ
ー
マ

を
設
け
て
調
査
研
究
し
た
成
果
を
『
開

拓
ノ
ー
ト
』
と
し
て
ま
と
め
全
５
巻

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
昭
和

53
年
の
野
球
部
の
活

躍
が
あ
り
ま
す
。
春
季
大
会
地
区
予

選
の
代
表
決
定
戦
で
稚
内
高
校
に
勝 

ち
、
初
の
全
道
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
全
道
大
会
は
、
東
海

大
四
高
校
に
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
同

年
の
支
部
夏
季
大
会
の
決
勝
戦
で
は

士
別
高
校
に
勝
ち
、
春
夏
連
続
の
全

道
大
会
進
出
に
旧
風
連
町
は
、
喜
び

で
沸
き
返
っ
た
と
い
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
一
回
戦
、
旭
川
竜
谷
高
校
に

惜
敗
し
ま
し
た
が
、
そ
の
活
躍
は
、

今
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
他
、
昭
和

40
年
代
か
ら
50
年

代
に
か
け
て
、
演
劇
部
・
羽
球
部
・

剣
道
部
・
庭
球
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

部
な
ど
が
毎
年
の
よ
う
に
全
道
大
会

に
進
出
し
ま
し
た
。
平
成
に
入
り
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
部
が
全
国
大
会

に
出
場
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
果
を

収
め
て
い
ま
す
。 

 

　
平
成
20
年
９
月
に
閉
校
記
念
事
業

協
賛
会
が
設
立
さ
れ
、
閉
校
に
向
け

て
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
最
後
の
卒
業
生

６
人
全
員
が
「
最
後
ま
で
光
る
風
に
」

の
旗
の
も
と
、
今
年
度
を
も
っ
て
共

に
閉
校
す
る
「
和
寒
高
校
と
の
交
流 

会
」（
カ
ヌ
ー
体
験
）
や
「
国
内
研
修
」

（
古
都
の
見
学
と
名
寄
市
の
Ｐ
Ｒ
活 

動
）
、
伝
統
行
事
だ
っ
た
「
強
歩
大
会
」

の
復
活
、
さ
ら
に
札
幌
で
の
「
芸
術

鑑
賞
」
な
ど
様
々
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。 

  

　
開
校
以
来
59
年
、
そ
の
時
々
の
時

代
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
教
育
環
境

を
整
え
、
生
徒
・
教
師
そ
し
て
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
歴
史
と
伝
統
を
重

ね
て
き
た
風
連
高
校
は
、
平
成
22
年

３
月
末
で
閉
校
し
ま
す
が
、
校
舎
は

風
連
中
学
校
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
て
、
学
び
舎
の
歴

史
は
、
確
実
に
次
代
に
受
け
継
が
れ

ま
す
。 

 

最
後
の
入
学
生
で
、
最
後
の
卒
業

生
と
な
っ
た
平
成
19
年
度
入
学
生
６

人
は
、
３
月
１
日
に
挙
行
さ
れ
る
第

46
回
卒
業
式
を
も
っ
て
学
び
舎
を
後

に
し
ま
す
。
こ
の
間
の
卒
業
生
総
数 

は
、
３
３
９
５
人
（
定
時
制
２
８
１ 

人
、
全
日
制
３
１
１
４
人
）
で
す
。

培
っ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
は
い
つ
ま

で
も
消
え
る
こ
と
な
く
人
々
の
心
の

中
に
き
ざ
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

最後まで光る風に～風連高校閉校 

学
び
舎
の
歴
史
は
途
絶
え
て
も 

心
の
ペ
ー
ジ
に
永
遠
な
れ 

風
連
高
等
学
校
の
活
動 

最
後
ま
で
光
る
風
に 

７　　平成22年３月号 

特集 

〜
卒
業
生
の
皆
様
へ
〜 

 

平
成

22
年
４
月
１
日
以
降
（
閉 

校
後
）
の
各
種
証
明
書
の
発
行
は

北
海
道
名
寄
高
等
学
校
で
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。 

国内研修（平成21年） 

野球部全道大会出場（昭和53年） 野球部全道大会出場（昭和53年） 

マラソン大会（昭和43年） 

購買に無人販売「信頼の箱」を設置（昭和46年） 購買に無人販売「信頼の箱」を設置（昭和46年） 



　 
     

　
一
般
国
道
40
号
名
寄
バ
イ
パ
ス 

は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
と
接
続

し
て
、
道
央
圏
と
道
北
圏
を
結
ぶ
高

速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
名
寄
市
街
を
う
回
す
る

バ
イ
パ
ス
と
し
て
機
能
す
る
延
長
19

・
５
㎞
の
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。 

 

名
寄
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
名
寄

IC
〜

智
恵
文
IC
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
ま
で
に
供
用
開
始
さ
れ
て
い
て
、

今
回
の
智
恵
文
IC
〜
美
深
IC
間
の
延

長
約
３
㎞
に
つ
い
て
平
成
22
年
３
月

６
日
（
土
）
午
後
３
時
に
開
通
し
ま

す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
名
寄
バ
イ
パ
ス
は 

    

暫
定
２
車
線
に
よ
る
全
面
供
用
と
な

り
ま
す
。 

 

名
寄
バ
イ
パ
ス
の
整
備
効
果
と
し

て
は
、
交
通
混
雑
や
交
通
事
故
の
低

減
、
所
要
時
間
の
短
縮
、
地
域
医
療

へ
の
貢
献
、
地
場
産
業
の
活
性
化
な

ど
、
数
多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

広報なよろ第48号　　８ 

■大切です、あなたの一票 

〜
み
ん
な
で
投
票
み
ん
な
で
選
挙
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
〜 

            

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
方 

で
、
選
挙
権
の
停
止
中
で
な
い
方
で

す
。 

(１)
平
成
２
年
４
月
19
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方 

(２)
平
成
22
年
１
月
10
日
以
前
に
転
入

届
出
を
す
ま
せ
て
い
る
方 

(３)
投
票
日
に
名
寄
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
（
転
出
さ
れ
た
方
が
投

票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
） 

     
(１)
期
日
前
投
票 

 

投
票
日
の
４
月

18
日
（
日
）
に
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
市
役
所
名
寄
庁
舎
、
風
連
庁

舎
で
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
日
前
投
票
の
期
間
及
び

時
間
は
４
月
12
日
（
月
）
か
ら
17
日

（
土
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。
ま
た
、
智
恵

文
支
所
に
お
い
て
も
４
月
14
日
（
水
）

か
ら
16
日
（
金
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
期
日
前
投
票
を 

         

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

い
ず
れ
も
告
示
日
ま
で
に
送
ら
れ

る
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
入
場
券
裏
面

の
「
宣
誓
書
」
に
記
載
い
た
だ
け
れ

ば
簡
単
に
手
続
き
が
さ
れ
ま
す
） 

(２)
不
在
者
投
票 

 

期
日
前
投
票
や
選
挙
期
日
に
投
票

が
で
き
な
い
方
で
次
に
該
当
す
る
方

は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

な
お
、
選
挙
期
間
が
短
期
間
で
す

の
で
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

①
仕
事
や
旅
行
で
名
寄
市
か
ら
離
れ

て
い
る
場
合 

②
病
院
等
に
入
院
し
て
い
る
方
で
そ

の
病
院
等
が
不
在
者
投
票
指
定
施
設

に
な
っ
て
い
る
場
合 

③
身
体
に
重
度
障
害
が
あ
り
期
日
前

投
票
所
や
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合

（
郵
便
投
票
） 

(３)
選
挙
期
日
に
投
票
所
で
投
票
す
る

場
合 

 

４
月

18
日
（
日
）
の
投
票
日
に
投

票
さ
れ
る
方
は
投
票
所
入
場
券
（
ハ 

ガ
キ
）
を
持
参
し
て
、
入
場
券
に
記 

         

載
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ 

い
。
ま
た
、
投
票
所
が
開
く
時
間
は

全
て
の
投
票
所
で
午
前
７
時
で
す 

が
、
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
は
投
票

所
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意

願
い
ま
す
。 

    

　
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
は
平

成
21
年
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
と
同
様
に
１
人
１
枚
で
、
期

日
前
投
票
が
始
ま
る
４
月
12
日
（
月
）

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。 

    

●
と
　
き
　
３
月
26
日
（
金
）
10
時

か
ら 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
名
寄
庁
舎
３
階

会
議
室 

   

▼
問
い
合
わ
せ 

 

名
寄
市
選
挙
管
理
委
員
会 

 

�
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１  

 

内
線 

３
１
９
８
・
３
１
９
９ 

 

任
期
満
了
に
よ
る
「
名
寄
市
長
選
挙
」
は
、
４
月

11
日
（
日
）
に

告
示
、
立
候
補
届
出
の
受
付
が
さ
れ
、
４
月
18
日
（
日
）
が
投
票
日

と
な
り
ま
す
。 

名
寄
市
長
選
挙
の
投
票
日
は
、 

４
月
18
日
（
日
）
で
す 

投
票
で
き
る
方 

投
票
の
方
法 

投
票
場
入
場
券 

名
寄
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

一
般
国
道
40
号
名
寄
バ
イ
パ
ス 

智
恵
文
IC
〜
美
深
IC
が 

平
成
22
年
３
月
６
日
（
土
）
午
後
３
時
開
通 

■道路規格 

・延長　Ｌ＝約３㎞ 

・道路区分 

 第１種第２級 

 (自動車専用道路) 

・車線数　２車線 

　【通行無料】 

※智恵文ICでは名寄方向

のみ利用可能で、美深方

向は利用できません。 

今回開通区間 

美深IC

智恵文IC

名寄市街地 今
回
の
開
通
に
よ
っ
て
、
名
寄 

市
〜
美
深
町
間
の
所
要
時
間 

は
、
国
道
を
利
用
す
る
よ
り
も 

約
13
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。 

智恵文南入口 

名寄北IC

名寄IC

美深市街地 
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名
寄
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
、
男
女 

共
同
参
画
に
対
す
る
意
見
を
い
た
だ
く
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

　
男
女
が
喜
び
と
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
活
躍
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た 

め
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 ◆
役
　
割 

(１)
名
寄
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
等

　
の
推
進
お
よ
び
進
行
管
理
に
関
す
る

　
こ
と 

(２)
そ
の
他
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

　
す
る
こ
と 

◆
参
加
資
格
・
人
数 

　
満
20
歳
以
上
の
名
寄
市
民
　
４
人 

◆
任
　
期 

　
２
年
間
（
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
24
年
３
月
31
日
を
予
定
） 

◆
会
議
回
数 

　
年
間
５
〜
６
回
（
行
事
で
増
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）
　
　
　
　
　 

◆
謝
　
礼 

　
交
通
費
程
度 

◆
応
募
方
法 

①
提
出
方
法 

　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

公
募
」
と
明
記
の
う
え
、
必
要
事
項
（
氏

名
・
住
所
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
・
職

業
・
応
募
の
動
機
）
を
記
入
し
、
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

 

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
上
記
の
と
お
り

明
記
願
い
ま
す
。 

②
募
集
期
限
　
３
月
18
日
(木) 

③
提
出
先 

　
名
寄
市
役
所
総
務
部
企
画
課 

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
担
当
　
宛 

　
〒
０
９
６
ー
８
６
８
６ 

　
名
寄
市
大
通
南
１
丁
目 

◆
選
考
方
法 

　
応
募
数
が
募
集
人
員
を
上
回
っ
て
い

る
場
合
は
、
選
考
に
よ
り
後
日
応
募
者

ご
本
人
に
対
し
書
面
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

※
応
募
に
際
し
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は

原
則
と
し
て
返
却
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

 

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
名
寄
庁
舎
３
階 

　
企
画
課
男
女
共
同
参
画
担
当 

 

　
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１ 

　
内
　
線 

３
３
０
８
・
３
３
０
９ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
６
５
４
�
５
６
４
４ 

 

　ny-m
w
kyo
d
o
@
city.nayo

ro
.lg
.jp

男女 

共
同
参
画
社
会
の 

実
現
を
め
ざ
し
て 

 

 

ー
わ
た
し
も
何
か
で
き
る 

　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
期
待
感
を
も
っ
て
ー 

 

美深町 

　選手たちによるアクロバティックな大技の数々が
ご覧いただけます。ご声援ください。 
・と　き　北海道大会３月１３日（土）１２:００～ 
　　　　　全日本大会３月１４日（日）１２:００～ 
・ところ　美深スキー場（両大会共に） 
問い合わせ　美深町教育委員会体育振興担当 
　　         　   01656�1744 

第29回北海道スキー選手権大会エアリアル種目 
第30回全日本スキー選手権大会エアリアル種目 

和寒町 

音威子府村 

　全道各地からアルペン№１を競う幼児・小学生が
集まり、熱戦が繰り広げられます。   
・と　き　３月１４日（日） 
・ところ　和寒東山スキー場 
問い合わせ  和寒町教育委員会    0165（32）2477 
　　　　　　　 

全道ジュニアアルペンスキー和寒大会 

・と　き　3月18日（木）～22日（水） 
・ところ　音威子府村チセネシリクロスカントリー
　　　　　コース 
 
 
 
・と　き　3月28日（日） 
・ところ　音威子府村チセネシリクロスカントリー
　　　　　コース 
問い合わせ　音威子府村教育委員会　01656⑤3356 
　　　　　　　 

天皇杯第88回全日本スキー選手権大会 
（クロスカントリー競技） 

　作家三浦綾子さんの代表作「塩狩峠」が執筆され
た部屋や当時を物語る生活空間の再現、小説にまつ
わる貴重な資料などが展示されています。この機会
に是非お越しください。 
・と　き　４月１日（木） 
・ところ　塩狩峠記念館 
問い合わせ　和寒町役場産業振興課　0165(32)2421 

塩狩峠記念館オープン 

　四季折々の姿を見せる道北の大河天塩川。その一
瞬が切り取られたフォトの応募をお待ちしています。
カメラで撮影した写真に、応募票を添えて四つ切（ワ
イド可）またはA4サイズのプリントで応募してくだ
さい（単写真のみ、加工不可）。入賞者には賞品を
進呈します。 
・締め切り　４月２０日（火） 
問い合わせ　天塩川春・発信inなかがわ実行委員会   
　　　　　　    01656⑦2400 

天塩川春･発信inなかがわ 
フォトコンテスト2010

第２１回音威子府村 
ジュニアクロスカントリースキー大会 

中川町 



広報なよろ第48号　   10

木原天文台 
木原天文台は休館しています。現在、なよろ市立天文台の４月開館

にむけ準備を進めています。 

　　01654②3956  　　 nayoro@nayoro-star.jp 

西1 3条南４丁目　　　01654②2218　FAX 01654②2356 

　  8 : 0 0～2 2 : 0 0　　　　　月末・年末年始 休 開 市民文化センター 

故木原氏自作望遠鏡、昔の木原天文台 

の写真と看板 

▲ 

■「親子関係サポート教室」にご参加を！ 
　子育てに関するＤＶＤ映像を見ながら参加者で懇談し、子ど

もとの向き合い方を探ります。 

　・と　き　３月６日（土）１３：３０～１５：００ 

　・ところ　市民文化センター大会議室（託児あり） 

　・対　象　子育て中の方はもちろん、それ以外の方もどうぞ。 

　・申込み　３月４日（木）までに市民文化センターへ 

　 

■「親子であそぼう」参加者募集！ 
　・と　き　３月１０日（水）１０：３０～１１：３０ 

　・ところ　市民文化センター多目的ホール 

　・対　象　親子（就学前の子） 

　・定　員　２５組５０人 

　・申込み　３月８日（月）までに市民文化センターへ 

　　　　　　※動きやすい服装で、上靴持参。 

　 

 
 
 

■「なよろ舞台芸術劇場」のご案内 
　　２月から行っている様々なワークショップの成果発表会

　です。 

　　市民文化センターの多目的ホールで行います。ぜひお越

　しください。 

　◆第１幕　３月２２日（月）１３：３０～　 

　　　　　　内容／吹奏楽 

　◆第２幕　３月２７日（土）時間調整中  

　　　　　　内容／ゴスペル 

　◆第３幕　３月２８日（日）１３：００～　 

　　　　　　内容／ヒップホップダンス、演劇、阿波踊り　

　　　　　　など 

■『サークル便利帳』が完成しました 
 　団体・サークル情報誌の最新版『サークル便利帳2010』

（旧サークルサー来る）が発刊となりました。 

　希望される方は、市民文化センターまたは風連福祉セン 

ター(風連公民館) までお越しください。　 

 

 

■展示コーナーについて 
　なよろ市立天文台の正面入口を入って最初に見えるのが展示コーナーで、

次の展示品の数々を展示します。 

①木原秀雄氏が使用していた望遠鏡や、木原氏の肖像写真、研究資料など 

　　名寄市の天文学の普及に大きな役割を担った故木原秀雄氏に関するもの

　です。今でもその精巧に作られた自作の望遠鏡は、飽くなき探究心を持っ

　た木原氏の偉業を感じることができるでしょう。 

②旧プラネタリウム館で活躍したプラネタリウム投影機 

　　39年３カ月もの長い間、皆さんに愛され続けてきたプラネタリウム投影

　機は、以前のように星を映し出せませんが、１日の動きを再現することが

　可能となる予定です。このことは、他の天文台や博物館では行ってない試

　みとなります。 

③隕石 

　ショーケースの中に飾る隕石だけではなく、実際に手に触れたり、持ち　

上げることができる隕石も展示いたします。隕石は空気のない宇宙空間で　

形作られ、地球の石よりもぎっしり詰まっているため、大きさの割にとて　

も重く感じることができます。 

④太陽望遠鏡で撮影しているリアルタイムの太陽の映像 

　　太陽の映像は、屋上にある太陽望遠鏡でとらえた現在の太陽の姿を入り

　口のディスプレイで見ることが可能となります。実際の目では見ることが

　できない太陽の姿をぜひご覧ください。 

⑤天体写真 

　　名寄のみならず、近郊で撮影した天体写真を展示します。この道北地方

　の天体観測に恵まれた立地条件での、宇宙の神秘を感じていただければと

　思います。 

 



まなびの部屋 

11   　平成22年３月号 

博物館 
北国博物館　緑丘222　　・FAX   01654③2575 
e-mail  ny-kitahaku@city.nayoro.lg.jp 
　 9 : 0 0～1 7 : 0 0　　　　　　月・年末年始 
風連分館 　風連町南町85　　 01655③2531　FAX　01655③2321

休 開 

【名寄本館の予定】 
●ミニ展示　「魔女の絵本」 

●きんようおはなしクラブ(毎週金曜日 15：00～) 

　・と　き　３月５日・１２日・１９日・２６日 

　・ところ　名寄本館２階会議室 

　・対　象　３歳以上～小学生 

　・内　容　絵本・紙芝居・工作ほか 

●ペンギンクラブ(木曜日 10：30～) 

　・と　き　３月４日 

　・対　象　３歳未満児・保護者 

　・内　容　「絵本を楽しもう！」　　　 
 

【風連分館の予定】 
●おはなしタイム(水曜日 15：00～) 

　・と　き　３月３日・１０日・１７日・２４日 

　・対　象　児童 

●おはなしポケット(金曜日 11：00～) 

　・と　き　３月５日・１２日・１９日・２６日 

　・対　象　幼児と保護者 
 
 
 

図書館 

名寄本館　大通南２丁目　　01654②4751　FAX 01654②4897 
　　火・金　9:30～17:00　水・木  9:30～20:00   ※17:00以降は１階のみ 
　　土・日　9:30～16:00　　　　　　月・月末・祝・年末年始 
風連分館　風連町南町84-1　　　01655③2871　FAX 01655③2380 
　　月～金　9:30～17:00　土  9:30～16:00　  　日・月末・祝・年末年始 休 開 

休 

開 

自動車文庫「やまゆり号」３月の巡回日程
  　　　　　5日（金） 南保育所         

　　　　　　　　　   光名幼稚園  

  　　　　　9日（火） 中名寄小学校 

　　　　　　　　　　砺波保育所    

　　　　　 　　　　  智恵文中学校 

  　　　　 10日（水） 東保育所     

　　　　　　　　　   智恵文小学校   

 　　　　　　　　　  智恵文保育所 

　　　　　 11日（木）西保育所  

　　　　　　　　 　　　　　　　南児童クラブ   

 　　　　　　　　　  

　　　　　   2日（火）市街地区   

            　　3日（水）東風連地区 

　　　　 　         　  日進・旭地区 

　　　　　 11日（木）下多寄地区 

                    

《名寄地区》 

《風連地区》 

10:05～10:55 

10:15～10:45 

13:00～13:55 

10:15～10:40 

 

冬期間は、遠隔地の 

小中学校および保育 

所、幼稚園などのみ 

の配車となります。 

 

■棚橋美術教室作品展　 
　市内の教室に通う子供たちの1年間の作品を発表します。

絵画、デザイン、造形など、楽しい創作の世界をお楽しみく

ださい。 

 

　・と　き　３月６日(土)～１４日(日) 

　・ところ　北国博物館ギャラリーホール（無料） 

　・主　催　棚橋美術教室（棚橋麗子さん指導） 

 

■新着資料展 
　本年度も、市民の皆さんから数多くの資料を寄贈していた

だきました。平成21年度の新着資料を整理して紹介します。

鉄道、商業、農業関係の資料、火鉢や扇風機、裁縫道具など

の生活用品、衣料などを通して、懐かしい暮らしの一端を振

り返ってください。 

 

　・と　き　３月１９日(金)～３１日(水) 

　・ところ　北国博物館ギャラリーホール（無料） 

■常設展示室の観覧について　 
　北国博物館の常設展示室は、「北国の自然・生活」をテー

マにした内容です。名寄市内の遺跡から発掘された石器・土

器、冬の森の様子を再現したジオラマ、竪穴式住居、アイヌ

のチセ、薪や石炭を燃やしたストーブ、各時代のスキーやそ

りなどを展示しています。また、郷土コーナーでは天然記念

物「鈴石」、元大関「名寄岩」の資料などが見られます。 

　タッチパネルによる検索コーナー、3面スクリーンによる

映像コーナーは、名寄の自然や歴史をやさしく解説するもの

で、このほど全面的に新しくなったところです。 

≪観覧料≫ 

　高校生以上　1人200円（10人以上の団体は1人100円） 

　中学生以下　無　料 

　※教育・福祉関係では無料となる場合があります。 

　　問い合わせください。 

▼
 　　常設展示室内の 

　　映像・検索コーナー 



  2日（火）ちびっこひろば② 
  3日（水）お母さん教室① 
  5日（金）のびのび親子教室 
  6日（土）お父さんお母さん教室② 
  9日（火）ちびっこひろば③ 
10日（水）３～４カ月児健診 
　　　　　ＢＣＧ 
11日（木）ポリオ 
12日（金）親子ふれあいひろば 
15日（月）股関節脱臼検診 
16日（火）お母さん教室③ 
17日（水）ポリオ 
18日（木）１歳６カ月児健診 
23日（火）もぐもぐ離乳食教室 
24日（水）７カ月児健診 
25日（木）３歳児健診 
26日（金）親子ふれあいひろば 
29日（月）赤ちゃん計測日 
30日（火）ポリオ 
 
 
※風連会場は風連地区の方のみを対象 
　として実施しています。 
 
※詳しくは母子保健カレンダーを 
　ご覧ください。 

子育て保健 
ミニカレンダー 3月 

急患に限ります 

  ３月　 ７日　市立総合病院 
   　    　　　　01654③3101 
　　　１４日　吉田病院 
　　　　　　　　01654③3381 
　　　２１日　名寄中央整形外科 
 　      　　　　01654③2006 
 　　２２日　あかいし内科医院 
　　　　　　　　01654③7177 
 　　２８日　片平外科･脳神経外科 
　　　　　　　　01654③3375 
　４月　４日　市立総合病院 
　　　　　　　　01654③3101

休日当番医 

平成２２年度各種検診の詳細は、広報なよろ４月号の折り込 
みチラシをご覧ください。 

≪注意事項≫ 

・必ず保健センターに申し込んでから受診してください。直接医療機関 

　にクーポン券のみを持参しても、受診できません。 

・「乳がん検診」をお申し込みの方も同様の手続きとなりますが、市立 

　総合病院の予約状況が混み合っています。旭川がん検診センターでも 

　受診できますので、そちらもご利用ください。 

子宮頸がん検診　受付中！ 康 
ガ イ ド 

HEALTHY 
GUIDE

広報なよろ第48号　 12

申し込み・問い合わせ 

　保健センター　�01654②1486

救急医療情報案内フリーダイヤル 
　　　　0120－208－699

健 

子育て支援センター「さくらんぼ」(　01654②5683) 
 
３月の催し  

●親子遊びの広場「茶話会」(ほっと２１） 
　・とき　３月２日（火）１０：００～１１：３０ 
　・定員　１５人まで。事前に申し込みください。 
　※託児あります 
●パパも一緒に参加しよう「親子雪遊び」(ほっと２１) 
　・とき　３月６日（土）１０：００～１１：３０ 
　・雪のグランドで親子であそびましょう。 
　　ソリ競争・宝探しなど計画しています。 
●親子遊びの広場「身体測定」(ほっと２１） 
　・とき　３月１６日（火）１０：００～１１：３０ 
　・身長・体重を計り、手型をとって持ち帰ります。 

（　　　　　　　　　　　） ※３月２９日～４月１４日は新年度準備のためお休みです。 
平成２２年度は４月１５日からご利用ください 

【申し込みの流れ】 

子宮頸がん検診　受付中！ 子宮頸がん検診　受付中！ 
 今年度の子宮頸がん検診は、３月まで実施しています。

今年度対象でまだ受診されていない方、また子宮頸がん検

診無料クーポン券をお持ちの方は使用期限が３月３１日ま

でとなっていますので、早めに申し込みください。 

①保健センター
に電話で申し込
む。クーポン券
利用の場合は申
し出る） 
 
 

②保健センター
から受診票が送
付される。 
 

③予約の電話を
する→名寄市立
総合病院、もし
くは旭川がん検
診センター 

④受診票・保険
証・クーポン券
（お持ちの方の
み）を持参し、
指定の検診機関
で受診する。 
 

◆市民税非課税世帯の方・生活保護世帯の方は全額助成します。 
◆妊娠中の方・１歳～18歳の方（高校３年生に相当する年齢）は、
　１人１回につき1,000円を助成します。 

新型インフルエンザワクチンは、すべての方が接種可能です！ 

詳しくは、保健センターまでお問い合わせください。 

けい 



「
家
で
死
ぬ
」
の
お
話 

       

　
お
い
お
い
、
「
死
ぬ
」
話
な
ん
か
！

な
ん
て
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
あ
、
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
「
病
院
や
医
者
は
病
気
を
治
す
の

が
仕
事
だ
ろ
！
」
と
い
う
の
は
実
際

そ
う
で
す
し
、
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

「
死
」
は
誰
に
も
一
度
は
平
等
に
、

必
ず
訪
れ
る
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
に

向
き
合
う
の
も
医
者
の
大
切
な
仕
事

で
す
。
こ
ん
な
風
に
書
く
と
、
格
好

つ
け
て
見
え
ま
す
が
、
実
際
は
、
私

は
「
死
」
に
対
し
て
、
色
々
な
調
整

や
、
環
境
を
整
え
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
や
、
家
族
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

た
り
、
日
々
の
お
世
話
を
し
て
く
れ

て
い
る
の
は
看
護
婦
さ
ん
（
私
の
周

り
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
看
護
師
さ
ん
ば

っ
か
り
で
、
「
看
護
婦
さ
〜
〜
ん
」

っ
て
い
う
感
じ
で
す
、
ハ
イ
）
で
あ

り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
降

特
養
）
で
は
介
護
員
の
み
な
さ
ん
も

そ
の
大
切
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。 

　
大
ま
か
に
言
っ
て
自
宅
で
亡
く
な

ら
れ
る
方
が
年
間
４
〜
５
人
く
ら
い

で
す
。
広
い
意
味
で
は
特
養
で
の
死

亡
も
、
病
院
で
は
な
い
の
で
、
在
宅

の
看
取
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
養

内
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
、
し
ら
か

ば
ハ
イ
ツ
と
清
峰
園
の
両
方
で
30
〜 

35
人
く
ら
い
で
す
。
名
寄
市
の
年
間 

       

死
亡
者
数
が
３
０
０
〜
３
５
０
人
で

し
ょ
う
か
…
（
正
確
な
数
字
じ
ゃ
な

い
の
で
間
違
っ
て
い
た
ら
ゴ
メ
ン
ナ

サ
イ
） 

　
家
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
は
、
簡

単
な
よ
う
で
、
実
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
「
最
後
は
家
で
死
に
た
い
」
と

い
う
希
望
が
実
は
結
構
あ
る
の
に
、

実
際
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
そ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た

だ
、
誤
解
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
聞
く

も
の
と
し
て
は
、
家
で
亡
く
な
っ
た

ら
必
ず
警
察
が
検
死
に
来
る
と
い
う

も
の
で
す
。
継
続
し
て
治
療
を
受
け

て
い
た
病
気
で
亡
く
な
り
、
疑
わ
し

い
と
こ
ろ
が
無
け
れ
ば
、
警
察
を
呼

ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
法
律
上

は
医
師
が
24
時
間
以
内
に
診
察
し
て

い
れ
ば
、
診
察
し
な
い
で
死
亡
診
断

書
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際

に
は
無
い
状
況
で
す
が
…
）
ま
た
、

自
宅
で
は
痛
み
の
治
療
が
十
分
に
出

来
な
い
の
で
は
、
と
不
安
に
思
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
宅
で
も

癌
の
場
合
に
麻
薬
を
使
用
し
た
り
、

ど
う
し
て
も
痛
み
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
け
れ
ば
、
薬
で
眠
っ
て
も
ら

っ
た
り
も
出
来
ま
す
。
そ
し
て
、
今

の
と
こ
ろ
、
そ
こ
ま
で
痛
み
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

       

　
で
は
家
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
は
、

何
が
難
し
い
の
か
と
い
う
と
、
弱
っ

て
ゆ
く
家
族
を
ず
っ
と
見
続
け
る
こ 

と
の
、
精
神
的
な
負
担
の
大
き
さ
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
病
院
で
は 

看
護
師
さ
ん
が
し
て
く
れ
る
、
身
体

的
な
お
世
話
を
24
時
間
す
る
こ
と
、

病
院
な
ら
色
々
な
検
査
や
機
器
が
あ

る
の
で
、
色
々
な
状
況
が
わ
か
り
ま

す
が
、
自
宅
で
の
往
診
で
は
あ
ま
り

正
確
な
状
況
は
つ
か
め
ま
せ
ん
し
、

出
来
る
こ
と
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
中
で
の
意
見
の
相

違
、
（
病
院
に
連
れ
て
ゆ
く
こ
と
が

手
を
尽
く
し
た
と
考
え
る
方
も
い
ま

す
）
24
時
間
往
診
し
て
く
れ
る
医
者

を
見
つ
け
て
、
今
ま
で
の
主
治
医
か

ら
変
わ
る
こ
と
へ
の
ご
本
人
や
ご
家

族
の
と
ま
ど
い
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
乗

り
越
え
て
や
っ
と
自
宅
で
最
後
ま
で

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
家
で
最
後
を
迎
え
る

こ
と
の
苦
労
が
莫
大
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、
ご
本

人
の
希
望
を
か
な
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
看
る
家
族
は
、
亡
く
な
り
ゆ

く
方
か
ら
、
最
後
の
大
切
な
贈
り
物

を
受
け
取
り
ま
す
。
最
後
の
と
き
を

一
緒
に
過
ご
し
、
死
ぬ
こ
と
を
受
け

止
め
て
ゆ
く
中
で
…
。
う
〜
〜
ん
、

文
章
で
は
う
ま
く
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
確
か
に
大
切
な
何
か
を
受
け

取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
方
が
在
宅

の
ほ
う
が
よ
い
と
い
っ
て
い
る
つ
も

り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
で
し

か
で
き
な
い
、
治
療
や
検
査
、
十
分

な
看
護
な
ど
、
私
が
う
ま
く
表
現
で

き
な
い
「
何
か
」
よ
り
も
、
ず
っ
と

優
れ
て
い
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
患
者

さ
ん
ご
自
身
の
希
望
が
病
院
で
の
治

療
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
最
優
先
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

「
自
宅
で
死
に
た
い
」
と
い
う
方
の

希
望
を
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
も
と
て

も
大
切
で
す
し
、
家
で
看
取
る
こ
と

に
よ
っ
て
え
ら
得
る
も
の
も
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
色
々
な

希
望
の
一
つ
ひ
と
つ
に
向
き
合
っ
て

い
け
た
ら
い
い
な
〜
〜
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
…
な
ん
て
、
こ
こ
で
終
わ
る
と
、

格
好
は
い
い
の
で
す
が
… 

　
実
際
は
、
人
の
生
き
死
に
は
、
そ

ん
な
に
「
き
れ
い
事
」
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
の
今
ま
で
の
人

生
の
凝
縮
さ
れ
た
も
の
が
垣
間
見
え

た
り
も
し
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
院
や
、
施
設
な
ど
の
事
情
な
ど
、

す
べ
て
が
「
望
ま
れ
た
家
で
の
最
後
」

で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
色
々
な
、
困
難
な
事
情
や
状
況
の

中
で
、
診
療
所
は
市
立
病
院
の
よ
う

な
優
秀
な
専
門
医
や
、
立
派
な
設
備

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
暮
ら
し
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
の
中
で
「
死
ぬ
」
と

い
う
こ
と
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
そ
う
、
大
切
な
事
を
書
き
忘

れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
家
で
最
後
を

迎
え
た
り
、
施
設
で
最
後
を
迎
え
る

こ
と
は
、
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
そ
し
て
精
神
的
な
負
担
を
抱
え

な
が
ら
、
（
薄
給
で
！
）
頑
張
っ
て

い
る
、
看
護
師
さ
ん
や
、
介
護
員
な

ど
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
苦
悩
や
悲
し
み
、
迷
い
を
抱
え

な
が
ら
、
決
断
さ
れ
た
ご
家
族
の
み

な
さ
ん
の
勇
気
を
と
て
も
尊
く
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

【
名
寄
市
風
連
国
保
診
療
所 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
好
人
】 

13　　平成22年３月号 

������� ��	
�

風
連
診
療
所
の
健
康
だ
よ
り

風
連
診
療
所
の
健
康
だ
よ
り 

風
連
診
療
所
の
健
康
だ
よ
り 

　 健康づくり体操教室のお知らせ 
 

・と　き　３月４日（木）・11日（木）・18日（木）・24日（水）

 　　　　９：30～11：15  

・ところ　総合福祉センター 

・内　容　フォークダンス・民謡踊り・自きょう術 

・持ち物　上靴 

・申し込み　当日会場で受け付けます。 

・問い合わせ　名寄庁舎２階 高齢福祉課高齢福祉係 

 　　　　　　　01654③2111　内線3231



まちの話題 TOPICS

ライトアップされた国際雪像彫刻 

１/３０　ゆきあかりコンサート 
　　ノーランタンのほのかな灯りに囲ま      
　　れ、幻想的な雰囲気の中で雪あかりコ
ンサート2010が北国博物館で行われました。 
　今回の出演は「千葉芳久と仲間たち」で、
名寄東小学校校長の千葉芳久さんと、同世
代で音楽が好きな教育関係者の計５人で結
成。 
　昭和40年代に流行したフォークソングを
中心に20曲ほど演奏されました。 
　会場のロビーには１７３人の観客が集ま
り、懐かしいフォークソングに耳を傾け演
奏を楽しんでいました。 

ス 

広報なよろ第48号　  14

２/９～１４ 冬の２大イベント 

冬 

 
おらの雪像見てくれコンクール 

犬ぞりのスピードを体感 
犬ぞり試乗会 

すべり台を楽しむ子どもたち 

　　の２大イベントなよろ雪質日本一フェ
　　スティバル（2/9～2/14）とふうれん
冬まつり（2/13～2/14）が今年も行われ、
会場には多くの市民が訪れ、雪像や滑り台
には子どもたちが集まり賑わいを見せてい
ました。 
　国際雪像彫刻大会ジャパンカップは、今
年で10回となる記念大会で、20チームが
参加してみごとな雪像彫刻が披露、夜はラ
イトアップされ幻想的でした。 
　またスノーボードイベントでは夜空にス
ノーボードが舞い、迫力あるテクニックが
披露されました。 
　ふうれん冬まつりでは毎年恒例の全日本
氷上人間カーリング、歌謡ショー、もちま
きに多くの市民が楽しんでいました。 
 
 
 

スノーボードイベントで 
迫力あるジャンプが夜空 
に舞う！ 

円の中心をめざして！ 
全日本氷上人間カーリング 



問 問い合わせ 　申 申し込み  
名　名寄庁舎（　 01654③2111） 
風　風連庁舎（　 01655③2511） 

暮らしのお知らせ 

15　　平成22年３月号 

 

障
が
い
者
(児)
に
平
成
22
年
度

分
ハ
イ
ヤ
ー
券
を
交
付 

 

　
市
内
に
居
住
す
る
障
が
い
者
（
児
）

が
病
院
の
通
院
な
ど
の
た
め
、
市
内

全
域
で
利
用
す
る
ハ
イ
ヤ
ー
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。 

▼
対
象 

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

　
級
の
方 

・
視
覚
、
体
幹
、
下
肢
、
ま
た
は
腎

　
臓
機
能
障
害
に
よ
り
、
身
体
障
害

　
者
手
帳
３
級
の
方 

・
療
育
手
帳
を
有
す
る
方
で
、
障
害

　
程
度
が
Ａ
で
あ
る
知
的
障
が
い
の

　
方 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳 

▼
交
付
開
始
日
　
４
月
１
日
(木)
か
ら 

▼
交
付
場
所
　 

○
名
寄
庁
舎
（
２
階
係
窓
口
） 

○
風
連
庁
舎
（
１
階
）
の
窓
口
で
交

　
付
し
ま
す
。 

 

重
度
視
力
障
が
い
者
の
電
話

料
基
本
料
金
を
助
成
し
ま
す 

 
　
市
内
に
居
住
す
る
、
電
話
を
設
置

し
て
い
る
重
度
の
視
力
障
が
い
の
方

に
、
電
話
料
の
基
本
料
金
を
助
成
し

ま
す
。 

▼
対
象
者 

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
（
視
力
障

が
い
）
の
方
で
、
本
人
が
世
帯
主
、

ま
た
は
障
が
い
者
本
人
契
約
の
電
話

を
設
置
し
て
い
る
方
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
普
通
為
替
（
３
１
５
円
分
。
郵
便

　
局
で
購
入
で
き
ま
す
） 

・
自
宅
の
住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、

　
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒 

・
印
鑑 

▼
受
付
開
始
日 

　
４
月
１
日
(木)
か
ら 

　
・
　 

　
　
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係 

　
　
２
階
13
番
窓
口
（
内
線
３
２ 

　
　
４
１
・
３
２
４
２
） 

　
　
１
階
４
番
窓
口
（
内
線
１
１
１
）

申 

移　動　窓　口 

夜間納税窓口 
（17:45～19:30） 

と　き　３月２３日（火） 
　　　　　　２４日（水） 
　　　　　　２５日（木） 
ところ　名寄庁舎２階 
　　　　税務課納税係 
 

パスポート移動窓口 
（11:00～14:00） 

ところ　名寄庁舎１階ロビー 
と　き　３月１０日（水） 
　　　　　　２４日（水） 
 

社会保険事務相談窓口 
と　き　３月２４日（水） 
　　　　１０:３０～１６:００ 
ところ　名寄商工会議所 
完全予約制　　　　　　 
　０１６６（７２）５００４ 
 
　　国保夜間相談窓口 

（17:30～19:30） 
と　き　３月２３日（火） 
　　　　　　２４日（水） 
　　　　　　２５日（木） 
ところ　名寄庁舎１階 
　　　　国保高齢医療係 

 

暮らしのリサイクル 
（10：00～16：00） 

○ゆずります 

　●融雪機　●座椅子 

　●スキー靴（27cm） 

　●ストック（身長170cm） 

○ゆずってください 

　●男児スーツ(新入学用)　　　　

　●お絵かきボード　●炊飯器　　

　●教科書（中学国語・数学） 

　●問題集・ドリル（中学国語・数学） 

　●スキーキャリア（マグネット式） 

　●鉛筆けずり（手動） 

 

名寄消費者協会　01654③5630 
※毎週水曜日は定休日 
不用になった家庭用品などを紹介

します。お気軽にお電話ください。 

 

問 

名 
 

風 

 

上川総合振興局 上川総合振興局 

 

 
　全道１４支庁は、北海道のこれからの地域作りを担う総合出

先機関として新たな第一歩を踏み出します。今後も市町村と連

携協力し、地域の課題に対応するとともに、より広域的な観点

に立った効果的な地域振興、産業振興に取り組みます。 

空知支庁　空知総合振興局　上川支庁　上川総合振興局 

石狩支庁　石狩振興局　　　留萌支庁　留萌振興局 

後志支庁　後志総合振興局　宗谷支庁　宗谷総合振興局 

胆振支庁　胆振総合振興局　網走支庁　オホーツク総合振興局 

日高支庁　日高振興局　　　十勝支庁　十勝総合振興局 

渡島支庁　渡島総合振興局　釧路支庁　釧路総合振興局 

檜山支庁　檜山振興局　　　根室支庁　根室振興局 

 

 

 

現在の名称　　新しい名称 

①名称が変わります（所在地は変わりません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②２町を所管する機関が変わります 
　◎幌加内町は、上川総合振興局の所管となります。 
　◎幌延町は、宗谷総合振興局 
 
問い合わせ 
　道庁総合政策部地域主権局　  ０１１（２０４）５１５９ 
　上川支庁参事（地域調整）　  ０１６６（４６）４９５６ 

新しい名称 現在の名称 

４月１日から 
上川総合振興局 がスタート 

ご円満に解決したい困った悩み。法律のプロがしっかりアドバイス 

弁護士に相談してみませんか？ 

クレジット・サラ金・過払金請 
求、離婚・相続、売買・借地借 
家、交通事故・医療事故をはじ 
め、全般にわたる各種法律問題 
に対応。 
相談後の正式な依頼もできます。 

旭川弁護士会　(0166)51-9527

名寄法律相談センター 
法律相談の日時・場所 

法律相談の予約方法 
毎日午前10時～午後４時までに電話にて 
旭川弁護士会事務局へ(但し､土・日・祝祭日を除きます)

毎月１回第３金曜日午後１時～４時 
名寄市民文化センター 
名寄市西13条南４丁目２番地 

１人１回 ３０分 ５,０００円(要予約） 

日　時 

場　所 

法律相談 

広告 

お問い合わせご予約は 

こ
ん
な
法
律
問
題
を

こ
ん
な
法
律
問
題
を 

相
談
し
ま
せ
ん
か
？

相
談
し
ま
せ
ん
か
？ 

相
談
後
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

相
談
後
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す 

こ
ん
な
法
律
問
題
を 

相
談
し
ま
せ
ん
か
？ 

相
談
後
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す 

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率

が
本
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
よ
り
９
・
４
２
％
（
現
行
８
・
２
６
％
）

に
変
わ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
ま
で
。 

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部
　
　
０
１
１(

７
２
６)

０
３
５
２ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
://w

w
w
.k
y
o
u
k
a
ik
e
n
p
o
.o
r.jp
/

４
月
１
日
か
ら｢

風
連
農
畜
産

物
加
工
施
設｣

の
使
用
料
金
が

変
わ
り
ま
す 

　 

           

　
　
農
務
課
農
政
係 

　
　
２
階
（
内
線
３
１
１
） 

午　前 
(9～13時)

午　後 
(13～17時)

全　日 
(9～17時)

夏　期 
(5/1～10/14)

冬　期 
(10/15～4/30)

750円→ 
　　1,000円 

750円→ 
　　1,000円 

1,000円→ 
　　　1,500円 

2,000円→ 
　　　3,000円 

1,000円→ 
　　　1,500円 

1,500円→ 
　　2,000円 

※あぐりん館は変更ありません。 

問 風 



問 問い合わせ 　申 申し込み  
名　名寄庁舎（　 01654③2111） 
風　風連庁舎（　 01655③2511） 

広報なよろ第48号　  16

 

 

公
営
住
宅
の
定
期
募
集 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知

ら
せ 

▼
高
齢
受
給
者
証
の
更
新 

　
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
高

齢
受
給
者
証
の
自
己
負
担
割
合
の
変

更
は
、
１
年
据
え
置
き
と
な
り
平
成

23
年
４
月
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
受
給
者
証
の

記
載
内
容
が
変
更
と
な
る
た
め
、
３

月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。 

【
70
歳
〜
74
歳
の
方
の
負
担
割
合
】 

　
４
月
以
降
も
今
ま
で
ど
お
り
「
１

割
」
負
担
で
す
。
（
一
定
以
上
所
得

者
は
３
割
） 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ 

　
同
一
世
帯
の
同
じ
医
療
保
険
加
入

の
方
で
一
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費

と
介
護
費
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額

が
基
準
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
金

額
が
各
保
険
者
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。 

　
市
国
保
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療 

保
険
制
度
で
対
象
の
方
に
は
、
手
続

き
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
な
く
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
各
保
険
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
７
月

に
転
入
さ
れ
た
方
や
他
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
以
前
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
証
明
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

            

　 

                   

　
　
市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係 

　
　
１
階
（
内
線
３
１
１
４
・
３
１

　
　
１
５
） 

　
　
１
階
（
内
線
１
２
０
） 

●基準額（毎年8月から翌年7月末までの一年間） 名 風 

 

　　上位所得世帯 

　　一般課税世帯 

住民税非課税世帯 

 

 

67万円（89万円） 

56万円（75万円） 

31万円（41万円） 

19万円（25万円） 

区　　分 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

 

後期高齢者 
＋ 

介護保険 

国　保 
＋ 

介護保険 
（70歳～74歳の方 
がいる世帯） 

国　保 
＋ 

介護保険 

（70歳未満の方がいる世帯） 

126万円（168万円） 

 67万円（89万円） 

 34万円（45万円） 

 ※平成20年4月から平成21年7月までの合計額の場合は（　）内の額となります。 
※区分は毎年7月31日現在の区分が適用されます。 
※基準を超えた額が500円未満の場合は支給されません。 

問 

  
▼
募
集
期
間 

　
３
月
３
日
（水）
〜
３
月
９
日
(火)   

▼
申
し
込
み
方
法 

　
収
入
の
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収

票
な
ど
）
と
納
税
証
明
書
（
市
税
務

課
発
行
、
有
料
）
、
印
鑑
を
持
参
し
、

市
役
所
名
寄
庁
舎
・
風
連
庁
舎
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
仮
審
査
の
上
、
入

居
適
格
者
は
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
書
の
配
布
は
、
申
し
込
み
窓
口

で
行
っ
て
ま
す
。 

※
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
障
害
者

手
帳
な
ど
も
持
参
く
だ
さ
い
。 

▼
入
居
時
期
　
修
繕
終
了
後
に
入
居 

▼
入
居
者
の
決
定 

　
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
。 

▼
家
賃
　
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
た

家
賃
と
な
り
ま
す
。 

 

【
入
居
抽
選
会
と
説
明
会
】 

名
寄
地
区
住
宅 

▼
と
　
き
　
３
月
19
日
(金) 
14
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
名
寄
庁
舎
４
階

大
会
議
室 

▼
入
居
説
明
会
　
す
べ
て
の
住
宅
の

抽
選
終
了
後
（
入
居
が
決
定
し
た
方

の
み
） 

※
連
絡
が
な
く
欠
席
の
場
合
は
、
入

居
申
し
込
み
を
取
り
消
し
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
。 

 

  

　
　
　 

　
　 

風 名 申 

　 

 

問 

▼
募
集
住
宅 

※住宅により家賃のほかに共益費（共用部分の電気代、除雪費など）、浴槽やボイラー 
　のリース料などが別途かかります。 
※募集期間内に申し込みのない住宅については随時募集します。 

　・　　建築課住宅係　　　　３階（内線３３５３）　　　２階（内線２１２） 

高
齢
住
宅
　
60
歳
以
上
の
方
が
入
居
で
き
ま
す
。
配
偶
者
が
60
歳
未
満 

　
の
場
合
に
は
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の
同
居
者
で 

　
60
歳
未
満
の
方
を
含
む
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お 

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅
　
60
歳
以
上
の
方
や
障
が
い
を
お
持
の
方 

　
で
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
程
度
の
健
康
状
態
で
あ
る
が
、
独
立
し 

　
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
が
入
居
で
き
ま
す
。 

単
身
者
の
取
扱
い
　
高
齢
の
方
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
限
ら 

　
れ
ま
す
。
以
上
の
方
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

　とき　３月４日(木) 

　　　　14：00～15：30 

　ところ　市民会館(大通北１） 

　主な内容 
・制度、給付サービスの内容 
・各種申請手続き 
・保険料 

　参加自由(会場の規模により 

　入場を制限する場合あり） 

 

後期高齢者医療制度 
～市民説明会のお知らせ～ 

団　地　名 住　所 規　格 家　賃 

市営栄町５５団地 

道営ノースタウン 
なよろ団地 

321号 

110号 

112号 

423号 

3LDK

3LDK

2DK

建築 

世帯のみ 

 

67.1㎡ 

50.9㎡ 

１戸 

１戸 

１戸 

１戸 

H17

H 5

備　考 

単身者入居可 
ｼﾙﾊﾞｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 

512号 

2DK

55.2㎡ １戸 

市営若草団地 

S59

市営西町団地 

H 8

東1条北6丁目　 2LDK

2LDK

2LDK

631号 

410号 

234号 

59.5㎡ 

62.4㎡ 

66.5㎡ 

１戸 

１戸 

１戸 

16,700円 
　～24,900円 H 2

H 5 世帯のみ 
高齢住宅 

世帯のみ 

東8条南9丁目 

西11条北1丁目　 

字緑丘 

字緑丘 1LDK

66.5㎡ 

50.9㎡ 

19,000円 
　～28,300円 

18,100円 
　～26,900円 

18,600円 
　～27,700円 

18,600円 
　～27,700円 

18,200円 
　～27,000円 

22,500円 
　～33,500円 

18,000円 
　～26,800円 

市営ノースタウン 
なよろ団地 

東1条北6丁目　 

西11条北1丁目　 S59

市営東光団地 
東8条南9丁目 

H16

単身者入居可 
ｼﾙﾊﾞｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 

世帯のみ 
改良住宅 

世帯のみ 
改良住宅 

市営緑丘第一団地 

26号 

533号 

字智恵文 

風連町西町 

世帯のみ 

世帯のみ 

58.8㎡ １戸 H 3

76.9㎡ １戸 H18

2LDK

3LDK

14,200円 
　～21,200円 

23,800円 
　～35,400円 

単身者のみ 
ｼﾙﾊﾞｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 

 

▲ 

▲ 
▲ 

▲ 



　　　　　　市民相談室 

　ところ　名寄市民会館１階（大通北１） 

　申・問　　01654③2111（内線3616） 

市民相談　9:00～16:00 

　と　き　月～金曜日 

無料法律相談　11:00～ 

　と　き　３月　７日（日） 

　　　　　４月１１日（日） 

　※事前予約が必要です 

行政相談　13:00～16:00 

　と　き　３月１１日（木） 

　　　　　 

結婚相談 

　と　き　第１金曜日 1月1日は休み 

　　　　　その他の金曜日 13:00～15:00 

                               

消費者相談　9:00～16:00 

　と　き　月～金曜日(1月6日より) 

　ところ　市民会館２階 

　　　　　消費者センター 

　　　　　　 01654②3575 

労働相談　8:45～17:30 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　名寄庁舎３階 

　　　　　産業振興課労働相談所 

　　　　　　 01654③2111 

人権相談　8:30～16:30 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　旭川地方法務局名寄支局 

　　　　　　 01654②2349 

心配ごと相談（24時間） 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　総合福祉センター 

　　　　　　 01654②3968 

精神障害者生活相談 

（酒害相談も）13:00～15:00 

　と　き　毎月第３木曜日 

　ところ　総合福祉センター 

　　　　　　 01654②3968 

教育相談ハートダイヤル 

　9:00～17:00 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　女性児童センター 

　　　　　　 01654③1000 

無料相談窓口 

ご
寄
付 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

▼
地
域
振
興
の
た
め
に 

　
○
名
寄
躍
進
会 

  

（
臼
井
　
義
光 

会
長
） 

　
　 

　
○
小
林
　
良
子 

▼
病
院
施
設
の
整
備
等
の
充
実
の
た

　
め
に 

　
○
眞
鍋
　
和
一 

▼
新
天
文
台
の
た
め
に 

　
○
近
江
音
楽
教
室 

　
（
近
江
　
利
佳 

代
表
） 

　 

名  

電
源
立
地
地
域
交
付
金
事
業

地
域
医
療
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
 

 

　
こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設
周

辺
の
市
町
村
が
行
う
公
共
用
施
設
の

整
備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る

事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。
当
市
は
風
連
町
字
西
風
連
に
雨

竜
発
電
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
交
付
金
の
対
象
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
に
お
い
て
も
地
域
医
療
体

制
の
継
続
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
交
付
金
の
４
５
０
万
円

を
風
連
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
運

営
費
に
充
て 

て
い
ま
す
。 

 

　 　
　 

 

　
　
　 

問 権
利
擁
護
講
演
会
『
だ
ま
さ

れ
な
い
ぞ
!!
悪
質
商
法
』 

 

▼
と
　
き
　
３
月
27
日
(土) 
13
時
30
分

〜
15
時
50
分 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象
者
　
一
般
市
民 

▼
入
場
料
　
無
料
（
申
込
不
要
。
当

日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
） 

●
講
　
話
　 

「
お
い
し
い
話
に
ご
用
心
！
」
　
　

　
　
〜
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
最
前
線
〜 

・
講
　
師
　
菅
原
恵
子
氏
（
消
費
者

セ
ン
タ
ー
）
　 

●
福
祉
寸
劇
　｢

だ
ま
さ
れ
な
い
で

★
悪
質
商
法
」(

出
演 

な
よ
ろ
Ｈ
Ｏ-

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
団
） 

    

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
２
階
（
内
線
３
２
６
４
）
　 

　
　 

問 

自
衛
官
募
集
 

 
問 

児
童
セ
ン
タ
ー 

「
春
休
み
お
楽
し
み
会
」 

　
み
ん
な
で
昼
食
作
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う
。 

▼
と
　
き
　
３
月
25
日
(木) 
10
時
〜
13

時
30
分
　 

▼
と
こ
ろ
　
女
性
児
童
セ
ン
タ
ー
　 

▼
内
　
容 

○
調
理
実
習(

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
予
定) 

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

▼
参
加
料
　
１
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
事
前
申
し
込
み
。
「
な

よ
ろ
っ
こ
３
月
号
」
の
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

を
添
え
、
窓
口
で
申
し
込
む
。 

▼
定
　
員
　
小
学
生
20
人
　 

▼
持
ち
物
　
ご
は
ん
（
炊
い
た
も
の

を
弁
当
箱
に
入
れ
て
）
・
ス
プ
ー
ン
・

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
大
き
め
の
バ

ン
ダ
ナ
な
ど
）
・
上
靴 

▼
申
込
期
限
　
３
月
12
日
(金)
　
　
　

(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す) 

　
　
女
性
児
童
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５ 

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
志
願
票
は
こ
ち

ら
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。  

　
　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
　

　
　
名
寄
出
張
所
（
西
１
南
９
） 

　
　
　
０
１
６
５
４
②
３
９
２
１ 

※
志
願
受
付
票
は
、
市
役
所
企
画
課

　
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種　目 応募資格 募集期限 

⑥一般曹候補生 

⑤予備自衛官補(技能公募） 

④予備自衛官補(一般公募） 

③薬剤幹部候補生 

 

②歯科幹部候補生 

 

①一般・技術幹部候補生 

18歳以上27歳未満 

18歳以上55歳未満 
※保有する技能によっ 
  て異なります 

18歳以上34歳未満 

20歳以上26歳未満 

20歳以上30歳未満 

22歳以上26歳未満 
※大学院修士学位取得 
  者は28歳未満 

試験日 

5/22（土） 

4/18（日） 

4/17（土） 

5/15（土） 

5/15（土） 

5/15（土）･5/16（日） 
※16日は飛行要員 

4/1（木）～5/10（月） 

4/1（木）～5/10（月） 

4/1（木）～5/10（月） 

4/1（木）～5/10（月） 

～4/9（金） 

～4/9（金） 

17　　平成22年3月号 
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表紙の写真 

弥生 

�

・陶芸教室　※要予約 
　  9：00～12：00 
　13：00～16：00 
　18：00～21：00 

・運転免許更新時講習会 
　優良18：00 
　違反19：00

� �

�

�� �

��

��

��

��

��

����

��

��

��

��

��

�� �	

��

�	

��

 
　 

日 月 火 水 木 金 土 

March Calendar３ 市民カレンダー 

・早朝診療　※要予約 
　7：00 
　風連国保診療所 
・名寄市立大学卒業式 

・運転免許更新時講習会 
　優良13：00 
　一般14：00

�� ��

・本のよみきかせ 
　13：30～ 
・棚橋美術教室作品展 
（14日まで） 
 
 

 

・運転免許更新時講習会 
　優良13：00 
　初回14：00 
　一般17：30 
　 
 

・名寄サッカー少年団 
　６年生を送る会 
・本のよみきかせ 
　13：30～ 
　 

・｢広報なよろ｣４月号 
　配布予定日 
・スポーツセンター 
　休館日 
 

・風連日進中学校 
　卒業式 
 
 
 

・藤花杯ソフト 
　バレーボール大会 
 
 
 

・名寄新聞社杯ミニ 
　バレーボール大会 
 
 

・名寄中学校卒業式 
　 
 

�� �� ��

 
　 

・名寄､名寄南､名寄東､ 
　名寄西､豊西､中名寄､ 
　智恵文､風連下多寄､ 
　風連中央､東風連小 
　学校卒業式 
　 

 

�	
・風連中学校卒業式 

女 

文 

ス 

女 

　 

日 

 1日 

10日 

20日 

31日 

日の出 

 6時07分 

 5時51分 

 5時33分 

 5時12分 

日の入 

17時19分 

17時31分 

17時44分 

17時57分 

月の出 

 18時14分 

   2時56分 

   7時01分 

 19時39分 

月の形 

○満月 

○下弦 

●新月 

○上弦 

○満月 

 

 

 月の入 

   5時57分 

 11時56分 

 22時37分 

  5時14分 

日 

   1日 

   8日 

 16日 

 23日 

 30日 

  

 

３月の太陽・月の暦 

ス 

ス 

文 

陶 

ス 

女 

 
 
 

陶 

女 

平成22年１月末日現在　※（　）は前月末比 
人口　30,874人（－24）男14,971人（－1）女15,903人（－23） 
世帯数14,728世帯（－8）　外国人登録者60人（－5） 

のうごき のうごき 

市からのお知らせ、イベント情報などを紹介しています。
放送＝毎週月～金曜日　�8:10から�２12:30から�３17:10から

で「名寄市からのお知らせ」を放送中 

１ ２ ３ 

文�…市民文化センター　ス�…スポーツセンター��陶�…風連陶芸センター　北�…北国博物館　女�…女性児童センター

　今では、冬の恒例行事と 

なっているスノーランタン 

の集い。 

　17回目を迎えた平成22年 

は、市内５会場で開催され、 

子どもから大人まで、手軽 

につくることができるスノ 

ーランタンのやさしい灯りが冬の夜空を彩りました。　 

　町内会を中心に、地域の多くの市民が参加して、冬と雪を

楽しんでいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　（１月３０日大学公園で撮影）

　　 

 

携帯のカメラで「はいポーズ！」 

・市道民税第９期納期 
・国民健康保険税第１０期納期 
・介護保険料第１０期納期 
・固定資産税第１０期納期 
 

３月は納税強調月間 
 

・名寄東､智恵文中学校 
　卒業式 
・名寄地区フットサル 
　大会(14日まで) 
・本のよみきかせ 
　13：30～ 
 

・陶芸教室　※要予約 
　  9：00～12：00 
　13：00～16：00 
　18：00～21：00

・原田さんの工作と 
　本のよみきかせ 
　13：30～ 

北 

豆まき（風連幼稚園にて） 豆まき（風連幼稚園にて） 


